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彙
　
　
　
報

○
本
誌
『
女
子
大
國
文
』
が
第
二
十
二
回
「
蘆
北
賞
」
（
学
術
誌
部
門
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
新
間

一
美
先
生
「
「
蘆
北
賞
」
授
賞
式
出
席
の
記
」
を
お
読
み
下
さ
い
。

　
　
二
〇
一
二
年
度
国
文
学
会
行
事
（
後
期
）

○
公
開
講
座

　
　
十
月
十
九
日
（
金
）
午
後
四
時
三
〇
分
よ
り
　
於
Ｊ
420
教
室

　
講
題
　
古
事
記
の
文
体
を
問
う

　
　
　
　
　
　
│
表
記
法
を
関
わ
ら
せ
て
│

　
講
師
　
皇
学
館
大
学
教
授
　
　
　

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
　
毛
利
正
守
氏

○
学
会
旅
行

十
一
月
十
一
日
（
日
）
、鞍
馬
・
貴
船
方
面
を
散
策
す
る
予
定
で
し
た
が
、

雨
天
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　
　
　「
蘆
北
賞
」
授
賞
式
出
席
の
記

新
　
間
　
一
　
美

　
こ
の
度
、
本
誌
『
女
子
大
國
文
』
が
第
二
十
二
回
「
蘆ろ

北ほ
く

賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
財
団
法
人
橋
本
循

じ
ゆ
ん

記
念
会
が
毎
年
中
国
文
学
に
関

わ
る
論
文
・
学
術
誌
等
を
対
象
と
し
て
贈
る
名
誉
あ
る
賞
で
す
。

　
橋
本
循
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
（
一
八
九
〇
～
一
九
八
八
）
は
、
『
楚
辞
』

等
の
中
国
文
学
の
研
究
者
で
し
た
。
「
蘆
北
」
は
氏
の
号
で
ご
出
身
の
福
井

県
武
生
に
因
む
も
の
だ
そ
う
で
す
。
橋
本
循
記
念
会
は
、
氏
の
没
後
に
ご
令

室
橋
本
ゑ
ん
夫
人
が
中
心
に
な
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
夫
人
は
本
学
の
前

身
で
あ
る
京
都
高
等
女
学
校
で
学
ば
れ
た
京
女
に
も
縁
の
あ
る
方
だ
と
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
八
日
に
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
で
授
賞
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
誌
の
発
行
母
体
で
あ
る
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
を
代
表
し
て
、
漢
文
学

担
当
教
員
の
私
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
論
文
部
門
、
若
手
を
対
象
と
し
た
奨
励
賞
、
学
術
誌
部
門

の
三
件
で
、
本
誌
は
学
術
誌
部
門
の
受
賞
で
し
た
。
論
文
部
門
は
二
宮
美
那

子
氏
、
奨
励
賞
は
京
都
府
立
大
学
大
学
院
生
の
井
口
千
雪
氏
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
記
念
会
理
事
長
の
清
水
凱
夫
氏
よ
り
賞
（
賞
金
五
十
万
円
の
目
録
）

が
授
与
さ
れ
、
審
査
員
を
代
表
し
て
京
都
大
学
名
誉
教
授
で
記
念
会
理
事
の
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興
膳
宏
氏
よ
り
、
詳
し
い
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
配
布
の
資
料
に
載
せ
ら
れ
た
本
誌
の
受
賞
理
由
は
次
の
通
り
で
す

（
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
置
き
換
え
ま
し
た
）
。

　
一
九
五
五
年
の
創
刊
。

　
現
在
ま
で
に
一
五
〇
号
（
二
〇
一
二
年
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
本
誌
は
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
が
発
行
し
、
国
語
・
国
文
学

に
関
す
る
論
文
を
主
に
編
集
さ
れ
、
斯
界
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る

こ
と
既
に
久
し
い
学
術
誌
で
あ
る
。
近
年
で
は
「
文
選
巻
第
二
時
雨

亭
文
庫
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
対
校
訳
文
稿
」
（
第
一
四
七
号
）
、
「
吐

魯
番
阿
斯
塔
那
墓
出
土
文
書
の
則
天
文
字
小
考
」
（
第
一
四
八
号
）
、

「
白
居
易
と
菅
原
道
真
の
三
月
尽
詩
に
つ
い
て
―
「
送
春
」
の
表
現
―
」

な
ど
、
中
国
文
学
研
究
に
極
め
て
有
益
な
論
考
も
多
く
発
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
優
れ
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
国
語
・

国
文
学
の
み
な
ら
ず
、
中
国
文
学
の
領
域
に
も
寄
与
さ
れ
ん
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　
右
に
題
が
挙
が
っ
て
い
る
論
文
は
、
文
選
と
則
天
文
字
に
関
わ
る
論
文
が

西
崎
亨
先
生
の
御
執
筆
、
白
居
易
と
道
真
の
三
月
尽
詩
に
関
わ
る
論
文
が
私

の
執
筆
で
す
。
「
漢
字
」
「
漢
文
学
」
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
す
る
文

字
・
文
学
で
す
か
ら
、
国
文
学
・
国
語
学
の
研
究
で
あ
っ
て
も
「
中
国
文
学

の
領
域
に
も
寄
与
」
す
る
こ
と
が
大
い
に
あ
り
得
る
わ
け
で
す
し
、
そ
の
点
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が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
近
年
に
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
文
学
・
漢
文
学
に
関
わ
る
論
文

と
し
て
は
、
李
婷
氏
の
「
上
田
秋
成
の
句
題
和
歌
―
中
国
文
学
受
容
の
一
端

―
」
（
第
一
四
二
号
）
、
元
教
授
の
湯
澤
質
幸
先
生
の
「
近
世
中
期
に
お
け
る

儒
者
唐
音
音
読
論
―
平
賀
中
南
を
中
心
と
し
て
―
」
（
同
号
）
、
畑
中
智
子
氏

の
「
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
お
け
る
、
先
師
の
夢
」
（
第
一
四
四
号
）
、
山
本
真

由
子
氏
の
「
源
順
と
紀
斉
名
の
詩
序
表
現
に
つ
い
て
―
具
平
親
王
詩
宴
の
「
望

月
遠
情
多
詩
序
」
を
中
心
に
―
」
（
第
一
五
一
号
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　「
受
賞
の
言
葉
」
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
「
わ
が
国
の
文
学
や
語
学
を

深
く
追
究
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
漢
籍
と
の
関
わ
り
と
い
う
こ
と
が

無
視
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
度
の
受
賞
は
『
女
子
大
國
文
』
の
中
の
そ
の
よ
う

な
分
野
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
の
だ
と
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
受
賞
を
機
縁
と
し
ま
し
て
、
今
後
も
そ
の
方
面
の
研
究
論
文
の
掲
載
、

特
に
若
い
研
究
者
の
論
文
の
掲
載
を
目
指
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」
と
い
う
こ
と
を
申
し
ま
し
た
。

　
授
賞
式
の
あ
と
は
記
念
撮
影
が
あ
り
、
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
記
念

会
常
務
理
事
の
芳
村
弘
道
立
命
館
大
学
教
授
が
乾
杯
の
挨
拶
を
さ
れ
、
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。
元
本
学
学
長
で
京
都
女
子
学
園
理
事
の
狩
野

直
禎
先
生
も
記
念
会
理
事
と
し
て
来
て
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
し
ん
ま
・
か
ず
よ
し
　
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
日
記
）
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　『
女
子
大
國
文
』
投
稿
規
定

一
、
（
投
稿
資
格
）

　
①
　
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
の
会
員
は
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
②
　
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
の
会
員
以
外
の
者
も
、
編
集
事
務
局
の
判

断
で
寄
稿
を
認
め
る
。

二
、
（
刊
行
回
数
・
時
期
・
投
稿
の
締
め
切
り
）

　
①
　
毎
年
二
回
、
九
月
と
一
月
に
刊
行
す
る
。

　
②
　
毎
年
、
五
月
十
日
と
九
月
三
十
日
を
投
稿
の
締
め
切
り
と
す
る
（
厳

守
）
。

三
、
（
投
稿
の
枚
数
）

　
枚
数
は
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
る
が
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
、
四
十

枚
（
注
・
表
・
図
版
な
ど
を
含
む
）
を
目
安
と
す
る
。
ま
た
、
完
全
原

稿
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
（
多
少
の
加
筆
訂
正
は
や
む
を
得
な
い

が
、
段
落
や
章
の
差
し
替
え
な
ど
大
幅
な
修
正
を
加
え
た
も
の
は
、
査

読
を
行
う
関
係
上
不
可
）
。

四
、
（
投
稿
に
際
し
て
提
出
す
べ
き
も
の
）

　
①
　
手
書
き
原
稿
の
場
合
、投
稿
原
稿
二
部（
審
査
用
。
二
部
と
も
コ
ピ
ー

し
た
も
の
で
も
可
）
。

　
②
　
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
二
部
（
審
査

用
）
と
、
投
稿
原
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
電
子
デ
ー
タ
（
ワ
ー
プ
ロ

専
用
機
の
場
合
は
機
種
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
の
場
合
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
名
を
通
知
す
る
こ
と
）
。

五
、
（
投
稿
に
際
し
て
の
注
意
事
項
）

　
①
　
論
文
末
尾
に
所
属
、
回
生
、
卒
業
年
度
な
ど
を
丸
ガ
ッ
コ
に
括
っ
て

記
す
こ
と
。
本
学
の
教
員
・
院
生
・
学
生
の
場
合
は
、（
本
学
教
授
）
（
本

学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
（
本
学
文
学
部
国
文
学
科
四
回
生
）
な
ど

と
記
す
。

　
②
　
連
絡
先
の
住
所
を
記
し
た
別
紙
を
添
え
る
こ
と
（
採
否
の
知
ら
せ

や
校
正
送
付
等
の
た
め
）
。
そ
の
際
、
投
稿
原
稿
に
つ
い
て
の
連
絡
事

項
を
す
み
や
か
に
行
う
た
め
に
、
差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
電
話
番
号
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
も
添
え
る
こ
と
。
内
部

の
教
員
・
院
生
・
学
生
は
直
接
原
稿
の
や
り
と
り
を
す
る
の
で
、
住

所
は
不
要
だ
が
、
必
要
に
応
じ
て
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

『
女
子
大
國
文
』
編
集
事
務
局
か
ら
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
投
稿
原
稿
に
つ
い
て
の
連
絡
以
外
に
使
用
す
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る
こ
と
は
し
な
い
。

六
、
（
投
稿
先
）

　
　
投
稿
先
は
以
下
の
通
り
。

　
　
〒
六
〇
五
―
八
五
〇
一
　
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会

『
女
子
大
國
文
』
編
集
事
務
局

七
、
（
投
稿
論
文
の
採
否
）

　
投
稿
論
文
の
採
否
は
、
編
集
委
員
の
査
読
、
ま
た
は
関
連
分
野
の
外

部
研
究
者
査
読
の
結
果
を
経
て
、
編
集
委
員
会
に
て
決
定
し
、
結
果
を

投
稿
者
に
通
知
す
る
。

八
、
（
校
正
）

　
校
正
は
原
則
と
し
て
、
再
校
ま
で
と
す
る
。
校
正
段
階
で
の
大
幅
な

修
正
は
、
査
読
を
経
た
関
係
上
認
め
ら
れ
な
い
。

九
、
（
本
誌
・
抜
き
刷
り
の
贈
呈
）

　
投
稿
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
場
合
、
本
誌
二
部
、
抜
き
刷
り
三
十
部
を
贈

呈
す
る
。
増
刷
希
望
の
場
合
は
、実
費
執
筆
者
負
担
で
受
け
付
け
る
の
で
、

採
用
の
通
知
を
受
け
て
か
ら
す
み
や
か
に
『
女
子
大
國
文
』
編
集
事
務

局
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

十
、
（
掲
載
論
文
の
著
作
権
及
び
電
子
媒
体
に
よ
る
公
開
）

　
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
に
つ
い
て
は
著
作
権
の
複
製
権
・
公
衆
送
信

権
を
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
及
び
京
都
女
子
大
学
に
許
諾
す
る
も
の
と
す

る
。
但
し
、
著
作
権
の
移
動
は
な
く
、
著
作
は
両
者
、
或
い
は
い
ず
れ
か
一

方
へ
の
許
諾
を
い
つ
で
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
全
文
又
は
一
部
を
電
子
化
し
、
京
都
女
子

大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
サ
ー
バ
或
い
は
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
公
開
す
る
こ
と
が
あ
る
。

十
一
、
（
規
定
の
改
正
）

　
①
　
本
規
定
の
改
正
は
、
会
員
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
②
　
規
定
の
改
正
の
結
果
は
、
す
み
や
か
に
本
誌
に
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
附
則

　
本
投
稿
規
定
は
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
よ
り
施
行
す
る
。

　
本
投
稿
規
定
は
平
成
二
十
三
年
十
月
五
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。

　
本
投
稿
規
定
は
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。
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編
　
集
　
後
　
記

○
学
内
の
学
術
研
究
成
果
物
を
電
子
的
に
収
集
・
保
存
し
て
、
学
内
外
に
無

償
で
公
開
し
、
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
京
都
女
子
大
学

学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
運
用（
運
用
開
始
は
平
成
二
十
五
年
二
月
を
予
定
）

に
伴
い
、
投
稿
規
定
第
十
項
を
改
定
し
ま
し
た
。
ご
一
読
下
さ
い
。

○
今
号
の
査
読
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

西
崎
　
亨
・
田
上
稔
・
江
富
範
子
・
川
島
朋
子
・
工
藤
哲
夫
・
山
﨑

ゆ
み･

峯
村
至
津
子

　
以
上
の
各
氏
に
査
読
を
依
頼
し
、
編
集
委
員
会
に
て
結
果
を
報
告
、
審
議

の
結
果
、
三
点
が
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。

○
「
蘆
北
賞
」
受
賞
、
一
同
、
大
喜
び
し
て
お
り
ま
す
。
『
女
子
大
國
文
』

の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
江
富･

峯
村
）


